
に向けて、利用者に得点のあるインセンティブを提案し
た結果、本市独自の新たな仕組みが検討されます。
●市有施設への再生可能エネルギー拡大
　公共施設への再エネ設備設置拡大は重要な取組で
す。市が保有している公共施設（小中学校以外）へ太陽
光発電設備を設置する※ＰＰＡ事業の導入計画の検討
が始まります。 ※PPAとは、電力購入契約
●学校施設の夜間照明設置事業の拡大
　地域のスポーツの場の拡充として小中学校グラウン
ドへの夜間照明設置の推進。併せて、発災時を見据え
た活用を提案しました。
●スポーツと防災、環境問題などを連携させた取組の推進
　試合の合間に「防災と環境」を楽しみながら学ぶイベ
ント等の推進を、議会質疑で初めて取り上げました。
●今後のインクルーシブスポーツ推進
　障害のある方が、いつでも、どこでも、誰と
でもスポーツに親しめる環境の創出とパラス
ポーツの取組支援を推進しました。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
も
上
瀬
谷
で
の
災
害
時
で
の
広
域
的
な

防
災
拠
点
や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
等
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

●「
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」の
設
置

　

首
都
圏
で
の
大
震
災
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
更
に
具
体
的
な
防
災
機
能
の

発
揮
を
求
め
ま
し
た
。結
果
、
市
は
避
難
場
所
や
自
衛
隊
等
の
活
動
拠
点
と
な

る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
今
回
は
大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着
陸
が
可

能
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
確
保
等
を
、初
答
弁
し
ま
し
た
。

●
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

緑
の
機
能
を
い
か
し
た
減
災
の
役
割
が
進
み
ま

す
！
近
年
は
、
気
候
変
動
に
よ
り
豪
雨
災
害
等
が
心

配
さ
れ
ま
す
。雨
水
貯
留
・
浸
透
機
能
の
整
備
に
続

き
、雨
水
調
整
池
の
設
置
に
よ
り
、地
区
全
体
の
減
災

機
能
を
確
保
。更
に
和
泉
川
源
流
域
の
保
全
等
、
生

物
の
生
息
環
境
の
保
全
・
創
出
も
行
わ
れ
ま
す
。
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令
和
2
年
度
決
算
特
別
委
員
会
よ
り
報
告

令
和
2
年
度
決
算
特
別
委
員
会
よ
り
報
告

アクションレポート
代表 久保かずひろ

Tel.045-298-6845
Fax.045-330-6151

〒246-0021
横浜市瀬谷区二ツ橋町134 -17

  プロ
フィール

◆1973年11月生まれ、兵庫県神戸市出身  ◆神戸大学卒 ◆国際物流・貿易関係企業などを経て、再生可能エネルギー関連企業に勤務 
◆党神奈川県本部青年局次長、党瀬谷支部支部長 ◆横浜市会／水道・交通委員会、新たな都市活力推進特別委員会 ◆妻と長女、長男の4人家族　◆防災士

横浜・瀬谷区に活力を!横浜・瀬谷区に活力を!
VOL.9 久保かずひろ政務活動事務所

横浜市会議員〔瀬谷区選出〕

LINE
募集！！

2021.秋冬号

●瀬谷区の浸水対策強化を要望
　阿久和地区（阿久和西４丁目付近）で、新たに下水道
管の整備に着手します。三ツ境地区でも「阿久和雨水
幹線下水道整備事業」の第二弾の整備が検討され、阿
久和交差点付近の浸水対策に寄与する見込みです。
●「内水ハザードマップ」のレイアウト改良
　ホームページで一層役立つ、分かりやすい事前防災
の情報面のレイアウトに改善します。
●下水道の水位情報を公表する取組を拡大
　河川のように水位の確認ができなかった下水道管内
の水位の可視化を拡大し、まずは地下街のある横浜駅
東口等への展開を検討します。
●次世代自動車の普及を拡大
　移動手段の枠を超えて、温暖化対策等の世界のエネ
ルギー問題への貢献や災害時や停電時での電気自動
車やプラグインハイブリッド自動車の活用が進みます。
●再生可能エネルギー電気の普及
　温暖化対策として再生可能エネルギー電気の普及

■
旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
公
園
の
防
災・減
災

環
境
創
造
局
・
温
暖
化
対
策
統
括
本
部

　

今
年
度
中
に
、
瀬
谷
公
会
堂
と
区
内
の
３
地
区
セ
ン
タ
ー（
阿
久
和
、
瀬
谷
、

中
屋
敷
）等
を
始
め
、
市
内
の
全
て
の
地
区
セ
ン
タ
ー
と
公
会
堂
に
W
i
・
F
i

機
器
を
設
置
し
ま
す
。安
全
・
安
心
な
W
i
・
F
i
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
も
実
施

さ
れ
、映
像
配
信
等
も
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
災
害
時
に
は
、避
難
者
の
情
報

収
集
へ
の
活
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
体
育
室
の
快
適
な
利
用
や
熱
中
症
対
策
の
た
め
に
も
、
空
調
機
の

設
置
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
な
り
空
調
が
な
く
「
暑

か
っ
た
」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、
市
内
の
全
施
設
の
空
調
設
置
状
況

を
再
確
認
し
、
早
期
設
置
を
求
め
ま
し
た
。瀬
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
今

後
、設
置
の
実
施
設
計
・
工
事
に
進
む
予
定
で
す
。

　

ま
た
工
事
休
館
中
の
利
用
者
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
応
じ
た
代
替
施
設

を
紹
介
す
る
等
の
丁
寧
な
相
談
や
案
内
を
行
い
ま
す
。

■
地
区
セ
ン
タ
ー・公
会
堂
に
W
i・
F
i
設
置
が
進
む

■
瀬
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
空
調

市
民
局

今回の質疑での実績トピックス

今
回
、環
境
創
造
局・温
暖
化
対
策
統
括
本
部・市
民
局
を
担
当

　第５波の感染爆発で新規陽性者は８月中旬にピークを迎えましたが、９月に入ってからようやく
減少傾向が見られました。これまでにない急激な減少は、ワクチン接種浸透の効果とも指摘されていま
すが、冬場に向けた再拡大や、新たな変異株への備えは引き続き必要です。そこで、コロナ対策強化のた
めの補正予算を計上し（10 月 22 日成立）、ワクチン接種の更なる加速、新たな治療薬の導入、病床の
確保など、公明党の提案・要望を反映した施策の充実が図られています。

令和3年 第3回定例会報告令和3年 第3回定例会報告
約400億円コロナ対策強化のための補正予算成立

　コロナ感染症の急拡大を受けて、公明
党横浜市議団として９月３日に市長への
緊急要望を行いました。中等症以上の患
者の速やかな受け入れのための病床確
保、酸素投与や抗体カクテル療法など新
たな治療の早期提供、宿泊療養および自
宅療養者の見守り体制の強化など、市民
の命を守るための具体
的な対応を指摘し、迅速
な実施を求めました。
　市長は、全力で取り組
むと応じました。

　５月１８日に
金沢区・京急
富岡駅前の通
学路で小学生
の児童が亡く
なる痛ましい
事故が発生し
ました。公明党
横浜市議団として２８日に、子どもたちの心のケア、地
元の要望を踏まえた迅速な対策と合わせて、中長期
的なまちづくりの観点からの対策検討を求める要望
書を提出しました。
　要望を踏まえ、この夏休み中に横断歩道の再塗装、
幅員減少路面標示、ガードパイプの新設など、対策工
事が迅速に実施され、現地の安全性が向上しました。

 ■ワクチン接種の加速へ
１．若者向け接種センターの開設（対象：16～39歳）
２．深夜・早朝接種を実施
３．高齢・障害者への訪問接種を促進
４．接種時間拡大（夜間 17時以降対応）の会場増設など

 ■自宅療養へ必要な医療提供
１．抗体カクテル療法を本格実施
２．ステロイド投薬治療を本格実施
３．「コロナ専門病院」の開設を検討

 ■市内の飲食店支援
「レシートを使ったポイン
ト還元・キャッシュバック
キャンペーン」を実施

 ■その他（継続）
１．検査体制の充実、クラスター対策の強化
２．重症・中等症患者の病床確保
３．文化芸術企画の開催支援
４．ＭＩＣＥ誘致・開催の支援

《主な施策》※一部推進中

通学路の交通安全対策通学路の交通安全対策新型コロナウイルスの
感染拡大を踏まえた
緊急要望

新型コロナウイルスの
感染拡大を踏まえた
緊急要望



　
　
　

 

『
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
た
国
際

連
携
の
重
要
性
』

　

 

竹
内　

康
洋
（
神
奈
川
区
選
出
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
地

球
環
境
な
ど
人
類
共
通
の
課
題
の
克
服
に
向
け
て
、海
外

都
市
等
と
連
携
し
た
取
組
を
一
層
進
め
、誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
世
界
の
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
は
、「
今
年
６
月
に
、Ｇ
７
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
都
市
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
お
り
、Ｇ
７
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
都
市
間
の
対
話
・
協
力
に
よ
り
感
染

症
対
策
や
気
候
変
動
な
ど
へ
の
共
同
宣
言
を
と
り
ま
と

め
た
。今
後
も
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
へ
の
協
力
を
は
じ

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
の
共
有
な
ど
、
海
外
都
市
と

の
連
携
を
通
じ
た
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
く
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

国
際
局
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　　１０月２２日、来年度に向けた公明党横浜市議団の予算要

望書を山中市長に提出しました。市民の皆さまから頂いた

切実な声を反映し、防災・減災、子育て、教育、福祉などあ

らゆる分野に目配りした４２５項目をしっかりと踏まえた予算

編成を要望しました。今後の議論を通し、皆さまからの声を

形にするべく全力で取り組んで参ります。

■五大市政策研究会を開催■五大市政策研究会を開催
　　７月３０日、横浜・名古屋・京都・大阪・神戸の公明党市

会議員による五大市政策研究会を開催しました。「コロナ対

策の現状と課題」をテーマに、ワクチン接種体制と医療逼迫

度、財政状況、経済再生など、各都市の施策や取組等を巡っ

て意見交換を実施しました。さらに、毎年五大市の共通課題

などを取りまとめ、国への要望も実施しています。

政務活動最前線政務活動最前線政務活動最前線

■令和4年度 予算要望書を提出■令和4年度 予算要望書を提出

　　コロナ感染拡大に伴い中止になっ

た、市立学校の移動教室や修学旅行

のキャンセル料について、公費負担

を求める要望書を教育長に提出しま

した。早期の具体化へ、次期補正予

算案へ反映するよう、併せて強く申

し入れています。教育長は、実現に向

けて検討していく考えを示しました。

■修学旅行キャンセル料の公費負担を要望■修学旅行キャンセル料の公費負担を要望

令
和
３
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

令
和
３
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

令
和
３
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の
論
戦
よ
り

　
　

  　
　

 

『
１
人
１
台
端
末
の
活
用
で
個
別
の
学

び
の
充
実
へ
』

　

 

竹
野
内　

猛
（
金
沢
区
選
出
）

　

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
践
に

あ
た
り
、
弱
視
や
外
国
人
の
生
徒
な
ど
に
対
し
て
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
積
極
的
な
導
入
を

進
め
る
こ
と
、1
人
1
台
端
末
を
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

生
徒
の
学
習
機
会
の
確
保
・
充
実
へ
活
用
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
か
ら
は
、「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
モ
デ
ル
実

施
の
効
果
や
課
題
を
検
証
し
、
よ
り
質
の
高
い
教
育
に
資

す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た
今
年
度
か
ら
開

始
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
を
活
用
し
た
家
庭
学
習

〔
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
ス
タ
デ
ィ
事
業
〕に
つ
い
て
、不
登
校
生
徒

へ
の
支
援
充
実
に
つ
な
が
る
改
善
を
進
め
な
が
ら
、
利
用

促
進
を
図
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

『
保
育
所 

き
ょ
う
だ
い
児
の
減
免
の
拡
充
』

　

保
育
所
等
に
通
わ
せ
る
保
護
者
の
方
の
関
心
が
高
い「
第

２
子
以
降
の
保
育
料
の
負
担
軽
減
」に
つ
い
て
、「
き
ょ
う
だ

い
児
の
減
免
の
拡
充
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
」
と
質
問
し
ま

し
た
。

　

市
長
は「
負
担
軽
減
策
の
実
施
に
向
け
て
、
国
に
対
し
て
、

制
度
の
拡
充
を
引
き
続
き
要
望
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、対
象
範
囲
や
減
免
額
を
積
極
的

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。公
明
党
は
、

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も
が
複
数
い
る
世
帯
を
応

援
す
る
施
策
の
充
実
を
進
め
て
お
り
、
早
期
実
現
に
向
け
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

       　

     『
認
知
症
対
策
の
推
進
』

　

 

行
田　

朝
仁
（
青
葉
区
選
出
）

　

2
0
2
5
年
、
横
浜
市
の
認
知
症
高

齢
者
が
約
20
万
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
認
知
症
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。そ
の
体

制
強
化
を
図
る
た
め
、
私
共
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
増
設
を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
、昨
年
度
か
ら
青

葉
区
・
横
浜
総
合
病
院
内
に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。現
在
は
市
内
2
区
1
館
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
全
18 

区
へ
の
設
置
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
6
日
の
決
算
特
別
委
員
会
総
合
審
査
に
お
い
て
、

更
な
る
体
制
強
化
に
向
け
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」

の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
か
ら
「
認
知

症
の
本
人
や
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、相
談
や

見
守
り
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
旨
の
答
弁
が
あ

り
、引
き
続
き
、認
知
症
対
策
を
進
め
ま
す
。

総
合
審
査

　
　

  　

  　
　

 

『
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
活
用
』

　

 

尾
崎　

太
（
鶴
見
区
選
出
）

　

待
機
児
童
対
策
に
向
け
、
認
可
保
育

施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
が
、
施
設
長

の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。認
可
保
育
施
設
に

お
け
る
施
設
長
の
要
件
と
し
て
、保
育
所
等
で
の
勤
務
経

験
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、現
状
そ
の
勤
務
経
験
の
対
象
に

企
業
主
導
型
保
育
事
業
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。当
事
業
が

始
ま
り
５
年
が
経
過
し
、概
ね
良
好
に
保
育
が
提
供
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
勤
務
経
験
の
対
象
に
企
業
主

導
型
保
育
事
業
を
加
え
る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、「
今
後
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
お

い
て
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
施
設
に
お
い
て
は
、
勤
務

経
験
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
青
少
年
局

　
　
　

 

『「
区
総
合
庁
舎
前
バ
ス
停
」環
境
改
善
へ
』

　

 

安
西　

英
俊
（
港
南
区
選
出
）

　

港
南
区
総
合
庁
舎
前
バ
ス
停
は
、
鎌

倉
街
道
を
南
下
す
る
バ
ス
が
平
日
１
日

に
６
０
０
便
以
上
停
車
し
ま
す
。一つ
し
か
乗
り
場
が
な

い
バ
ス
停
付
近
は「
バ
ス
待
ち
の
人
・
歩
行
者
・
駅
利
用

者
」の
動
線
が
交
錯
し
、混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、バ
ス
停
上
屋
を
新
設
す
る
に
は
地
下
埋
設
管

の
移
設
が
必
要
な
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
す
が
、課
題
解

決
に
向
け
関
係
部
署
が
一
歩
を
踏
み
出
す
必
要
が
あ
る
と

局
長
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
今
後
、
区
と
連
携
し
な
が

ら
、
バ
ス
待
ち
環
境
の
改
善
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。来
年
度
の
事
業
化
を

推
進
し
ま
す
。

交
通
局

　
　

  　
　

 

『
障
害
者
の
移
動
支
援
』

　

 

木
内　

秀
一（
旭
区
選
出
）

　

本
年
10 
月
か
ら
始
ま
っ
た
燃
料
費
助

成
創
設
に
向
け
、
公
明
党
横
浜
市
議
団

と
し
て
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
拡
充
で
は
、

燃
料
費
助
成
の
創
設
と
と
も
に
、重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
の
対
象
者
の
拡
大
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

局
長
か
ら
は
、「
引
き
続
き
、
実
際
の
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ま
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に

受
け
止
め
、
移
動
支
援
施
策
の
充
実
に
努
め
て
行
く
」と

の
答
弁
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

健
康
福
祉
局

　
　

    

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
向
上
』

　

 
中
島　

光
徳
（
戸
塚
区
選
出
）

　

本
市
の
事
業
計
画
で
は
、
台
風
・
豪

雨
な
ど
の
風
水
害
や
大
地
震
な
ど
に
備

え
、
新
た
に「
地
域
防
災
力
向
上
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」

を
導
入
す
る
と
し
て
い
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
力
向

上
に
向
け
た
取
組
を
市
と
し
て
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と

質
問
し
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
は
、「
共
助
の
中
核
で
あ
る
地
域
防
災
拠

点
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
近
隣
住
民
へ
の
避
難
場
所
の
提

供
な
ど
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
も
繋
が
る
た
め
、
取
組

を
一
層
進
め
て
い
く
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
局

　
　

 　

     

『
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ「
水
害
編
」を
改
訂
』

　

 

久
保　

和
弘
（
瀬
谷
区
選
出
）

　

災
害
時
に
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な

い
下
水
道
機
能
の
継
続
に
必
要
な
事
前

準
備
の
整
理
は
必
要
で
、万
一の
機
能
喪
失
の
際
に
は
、早

期
復
旧
に
向
け
た
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
策
の
検
討
な

ど
の
※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
取
組
も
大
変
重
要
で
す
。　

　

そ
こ
で
、
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練
を
通
じ
て
得
た
成
果
を

ど
う
い
か
し
て
い
く
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　

局
長
は
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
訓

練
で
得
た
課
題
を
整
理
し
、①
６
月
に
公
表
し
た
新
た
な

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容 

②
今
年
度
導
入
し
た
排

水
ポ
ン
プ
車
の
運
用
を
反
映
さ
せ
る
等
、
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ

〔
水
害
編
〕を
改
訂
し
ま
す
。ま
た
、
改
訂
し
た
内
容
を
踏

ま
え
、
繰
り
返
し
訓
練
を
重
ね
、
訓
練
の
成
果
を
反
映
さ

せ
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※
B
C
P
と
は
事
業
継
続
計
画

環
境
創
造
局


